
京都発！確かな教育実践のために 32

自ら問いを立て
学び続ける力の育成

―学校図書館との対話を通して
(中学校社会科の授業を例に)―



｢情報ワークシート｣

｢分類ワークシート｣

図書分類を 考えを整理する
枠組みとして使う
さまざまな情報が｢分野ごとに整理されている｣という
学校図書館の機能を活用し，ものの見方や考え方を，
具体的に体験できる授業の工夫をしてみませんか？

多面的･多角的な見方･考え方

整理 比較 関連付け

対話と可視化の要素を活かし
子どもが自ら立てる問いをもとに学びを進める
学校図書館では，さまざまな
対象との対話的な学習が可能
です。また，情報と思考を紐
づけて記録していくことも可
能です。それらを活かし，子
どもの中に生まれる｢なぜ？｣
という問いをかきたて，子ど
も自身で学びを獲得するよう
な授業を組み立ててみません
か？

自ら問いを立て 獲得する学び

異なる図書分類の情報を組み合わせて自分の考えを作る
学習に取り組みます。｢情報カード｣を複数組み合わせた
ワークシートで，様々な視点から考えることが
できるよう工夫しています。
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学び合いを通して…

①物事に多面性があることに気付く。
②多角的な視点に気付く。

学習事項を分類することで…

①意味や内容を考える。
②わからないことは子ども同士で確認しあう。
③わかるまで教科書や資料を何度も読み返す。

さまざまな学習展開
①学習内容を俯瞰。
②分野･単元･教科間を比較･関連付け。
③キーワードを使って自分の言葉で説明。

一連の学習を終えたところで，
｢自分との対話カード｣を使って
｢学習内容｣と｢学び方｣について
振り返ります。それらを踏まえ
て，次の学びにつなげる問いを
立て，学習を終えます。この問
いが子どもの学びの世界をさら
に広げます。

①最初の問いを立てる

教科書や図書資料からキーワードを
抜き出し ｢分類ワークシート｣に分類
していきます。
全体を俯瞰，比較，関連付けしなが
ら最初の問いを立てます。

中学校社会科地理的分野中学校社会科地理的分野
世界の諸地域｢アジア州｣の例

④自分との対話



｢本(情報)との対話カード｣を
使って｢最初の問い→情報を得る
→気付く→更に問いを立てる…｣
を繰り返すことで，子ども自身
で学習を広げたり深めたりして
いきます。

｢人との対話カード｣を使っ
て自分の学習を振り返り，
伝え合う活動をします。人
との対話を通して得た気付
きを活かして，更に問いを
立てます。

の例

詳しくは…
京都市総合教育センター研究課のホームページへ
論文・成果物(ワークシート)をご活用ください。

学校司書

ブックトーク

公立公立
図書館

資料の相談

教師
資料の準備

学習テーマ

学びの見取り

身近で現実的

学習事項を使う
必然性

追究し続けられる
テーマ

子どもの学びの
状況を見取る

｢対話カード｣

学びの方向性を
見取り 支援する

子どもの学びを
活かした授業

学校図書館との
対話

“ねらい”
の共有

③人との対話

②本(情報)との対話
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